
令和 5年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00039

施策 04 地域の魅力あふれる多心型まちづくり

目標 02 多様な魅力と交流が生まれ、にぎわいのある快適なまち

施策担当課 市街地整備課 関係課 都市整備部管理課

施策目標 ○荻窪駅周辺において、歴史・文化等の潜在能力を十分生かし、にぎわいと住環境が調和したまちづくりが進ん
でいます。
○各地域の特色や魅力を生かしたまちづくりが進み、誰にとっても居心地がよく、にぎわいがあふれ、出かけた
くなるまちになっています。
○区民等による主体的なまちづくり活動が活発に行われることにより、住宅都市としての魅力や価値が更に高ま
っています。

活動指標 成果指標

荻窪駅周辺都市再生事業に関する懇談会・意 普段利用する駅周辺の満足度指標名（１） 指標名（１）見交換会等の開催数
区民意向調査による【区民①】算式・指標説明算式・指標説明

駅周辺まちづくりに関する懇談会・意見交換 自宅周辺のまちづくりに満足する区民の割合指標名（２）指標名（２） 会等の開催数
区民意向調査による【区民①】算式・指標説明算式・指標説明

指標名（３）指標名（３）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 3年度 令和 4年度令和 2年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 6 0 6 0 13
活

回活動指標（２） 2 6 5 7 5 6動
指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 72.6 0.0 71.0 73.3 72.4 76.0％ 令和12年度

％6成果指標（２） 82.0％79.1 0.0 78.7 79.6 78.6 令和12年度
成

7成果指標（３）果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 54,436 46,208 35,736 33,479 21,629
予算執行率が90％未満
となった主な理由は、施 人件費 12 千円 102,603 101,300 103,622 105,709 115,630
西荻窪駅周辺まちづく
り懇談会運営等支援業策 総事業費 13 千円 157,039 147,508 139,358 139,188 137,259務委託（令和4年度）(11+12)

コ の委託内容が変わり、
国・都からの補助金等 14 千円 2,270 0 0 0 2,409委託費が大幅に減少しス たことが挙げられます総事業費伸び率 15 ％ △11.3 △5.6 △1.5。ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 65.3 68.7 74.4 75.9 84.2
（12÷13）
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　誰にとっても、魅力的で居心地が良く、出かけたくなるまちづくりを推進するため、区民等による
主体的なまちづくりの機運を醸成する必要があります。
　区内最大の交通結節点である荻窪駅周辺では、令和６年度の（仮称）荻外荘公園の開園に向け、回
遊性向上やまちづくりの機運醸成等を図る必要があります。
　各地域の課題解決や住環境維持のために、住民発意によるまちづくりの取組の増加が今後も予想さ

課題・分析 れます。そのため、地区計画などの各種まちづくり制度やエリアマネジメントの仕組みを活用しなが
ら、地域の特性を踏まえつつまちづくりの課題解決や魅力向上が必要と考えます。
　まちづくり団体活動助成の申請は、計画値に近い数値で推移しており、機運を高めることができて
います。また、多くの団体が継続して活動を行っていますが、次の段階へステップアップを目指すた
めの取り組みが必要となっています。

　荻窪駅周辺では、（仮称）荻外荘公園開園をきっかけとした魅力向上、回遊性向上等に向けた事業
を行うため都市再生整備計画を策定するとともに、普及啓発として、まちづくりニュースの配布、地
域ロゴマーク周知イベント及びオープンハウス型懇談会を開催しました。阿佐ヶ谷駅北東地区では「
緩やかな協議の場（エリアプラットフォーム）」の構築を行いました。中杉通り沿道では、道路管理
者や周辺町会等と課題共有し、意見交換を行いました。西荻窪駅周辺では、懇談会等の今後の進め方
や内容検討を行いました。ハード・ソフト連携による駅周辺まちづくりでは、庁内で地域課題等につ
いて情報共有を図り、課題解決に向けた取組を進めました。富士見ヶ丘駅周辺では、庁内関係部署と
の調整やまちづくり協議会との意見交換を行い、令和5年度方針策定に向けた取組を進めました。施策の成果
 「阿佐ヶ谷駅北東地区地区計画」など、既決定の地区計画区域内において提出された建築計画が地
区計画の制限に適合しているか確認することにより、良好な住環境の形成を誘導しました。
　制度開始からこれまで、多くのまちづくり活動団体への支援を行うとともに、その後の活動に対し
てもコンサルタント派遣による支援などを行っており、現在も多くの団体が継続して活動しているこ
とは、区民等主体のまちづくり活動に大きな成果があると考えています。

今後の施策の方向性 現状維持
改

　誰にとっても、魅力的で居心地が良く、出かけたくなるまちづくりを推進するため、区民等による善
主体的なまちづくりの機運を醸成していきます。・
　まちづくりの施策では、今後も地域からのまちづくりに対する提案や機運の高まりを的確にとらえ見
、地区計画制度等を活用したまちづくりの推進を図るなど、地域特性を踏まえた土地利用の実現を目直
指します。（仮称）荻外荘公園の開園に向けた総合的・一体的な施策推進のため、令和４年度に策定し
した都市再生整備計画に基づき、令和５、６、７年度の３年間で回遊性の向上に関する取組を計画的の に実施します。今年度から新たに行う阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくりにおける対話の場において課題の今後の進め方方 抽出・分析や対応の方向性等に関して区民と協働して検討するプロセス・体制を構築し、対話の場で向 出た意見等の実現に向けた取組や促進を行います。公民連携まちづくりでは、エリアマネジメントの
仕組みを活用しながら、未来ビジョンの実現に向け、上記対話の場等との連携も行い、体制・エリア中
・活動等の拡大をし、魅力あるまちづくりを目指します。富士見ヶ丘駅周辺まちづくりについては、長
引き続き、丁寧に地域の意見を聴取しながら、まちづくり方針で掲げるまちの将来像の実現に向けた期 個別具体の取組みを進めます。まちづくり活動団体への支援は、活動助成金やコンサルタント派遣だ
けでなく、区民主体のまちづくり活動の活性化を図るため、新たな支援策の検討を進めます。
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令和 5年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0003904】【施策名称 地域の魅力あふれる多心型まちづくり【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 4年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

35,849現状維持地区整備計画 ○ 830 35,0191354

6,988現状維持まちづくり活動の支援 ○ 657 6,3312357

○ 47,349推進（拡充）都市再生事業 ○ 9,668 37,6813360

○ 47,073現状維持多心型まちづくりの推進 ○ 10,474 36,5994361
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21,629115,630137,259合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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令和 5年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00040

施策 05 人々の暮らしを支える都市基盤の整備

目標 02 多様な魅力と交流が生まれ、にぎわいのある快適なまち

施策担当課 都市整備部管理課 関係課 市街地整備課　土木計画課　土木管理課

施策目標 ○鉄道の連続立体交差化や各地域の実情や特性を踏まえた駅周辺道路・広場の整備が行われることにより、踏切
による交通渋滞・事故や地域分断の解消、及び円滑な交通ネットワークの形成が進んでいます。
○都市計画道路や生活道路の整備が着実に進むことによって、まちの防災性や安全性が高まり、移動しやすいま
ちになっています。
○都市基盤整備の基礎となる区内の土地や建物などの情報が着実に整備され、都市基盤の整備や大規模災害への
備えが進んでいます。

活動指標 成果指標

区施行優先整備路線の事業着手率 身近な道路が安全で快適だと思う区民の割合指標名（１） 指標名（１）

事業着手率÷区施行優先整備路線延長 区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

安全対策路線の整備延長 都市計画道路（区道）完成延長指標名（２）指標名（２）

平成29年度からの整備延長 区内の都市計画道路のうち整備が完成して区道延長【行算式・指標説明算式・指標説明 政】

指標名（３）指標名（３）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 3年度 令和 4年度令和 2年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

％活動指標（１） 1 26 26 26 39 39
活

km活動指標（２） 2 1.8 1.5 1.5 1.5 1.5動
指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 76.9 0.0 79.1 78.0 75.9 80.0％ 令和12年度

ｍ6成果指標（２） 8,178ｍ7,022 8,052 7,022 7,022 7,022 令和12年度
成

7成果指標（３）果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 1,306,8451,508,0891,359,1821,575,6311,275,233
「杉並区まちづくり基
本方針」は、冊子及び施 人件費 12 千円 252,822 251,945 291,333 320,923 317,400
概要版の印刷が未執行
となりました。策 総事業費 13 千円 1,559,6671,760,0341,650,5151,896,5541,592,633都市計画道路の整備に(11+12)

コ おける物件調査及び補
国・都からの補助金等 14 千円 308,191 243,610 263,760 236,036 266,303償総合業務費の一部をス 次年度に繰越ました。総事業費伸び率 15 ％ 5.8 7.8 △3.5道路の路面改良では、ト （計画、実績の対前年度比）

工事の落札差金及び令
人件費比率 和５年度への繰越があ16 ％ 16.2 14.3 17.7 16.9 19.9
（12÷13） りました。

魅力ある歩行者優先の
道づくりでは、無電柱
化の推進に関わる設計
、測量、調査等委託費
の落札差金がありまし
た。
以上の内容から執行率
が低下しております。
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　成果指標の「身近な道路が安全で快適だと思う区民の割合」は比較的高い水準にありますが、都市
基盤の骨格となる都市計画道路の区道完成延長は7,022mであり、国・都道を含む区内都市計画道路完
成率は令和4年度末時点で約50%と、23区中20番目と低い状況です。まちの安全性や快適性の向上を図
るため、都市計画道路や身近な生活道路等の整備を着実に進める必要があります。
　また、都市基盤整備の基礎となる都市基盤情報の整備では、権利関係が複雑な都市部での地籍調査

課題・分析 などに多くの費用と時間を要することから、国や都の補助金を活用しながら区の財政負担を軽減しつ
つ、早期完了を目指して調査を実施していく必要があります。
　鉄道連続立体交差事業については、複数の関連機関と密に連携しながら事業を進める必要がありま
す。都市計画道路の整備同様、区民への説明や意見聴取を丁寧に行いながら、誰もが安心して快適に
移動できる都市環境の形成を目指していきます。

　都市を形成する最も基本的なインフラである道路や鉄道については、鉄道連続立体交差事業におい
て、用地測量や関係機関協議など、事業化に向けた具体的な取組を実施し、踏切による交通渋滞・事
故や地域分断の解消に向けた取組を進め、成果指標である都市計画道路の整備では、補助第221号線
において事業着手する等により、円滑な交通ネットワークの形成に向け、着実に事業を進めることが
できました。
　さらに、生活道路の整備については、優先整備路線の事業着手を計画目標値に沿って進めることに
より、まちの防災性や安全性、移動円滑性を向上させることができました。
　また、これら都市基盤を管理する上で重要な道路を含む公共物の情報整備の面では、計画的に測量施策の成果
や現地立会を実施し、着実に調査面積を増やしており、大規模災害等への備えにも資する都市基盤情
報の整備を進めています。
　区のまちづくりの将来像を描いた「杉並区まちづくり基本方針」に、これらの事業を進める上で必
要不可欠となる対話や情報提供による区民参加の推進について記載することにより、区民主体のまち
づくりの実現を図っています。

今後の施策の方向性 拡充
改

　今後も施策目標で掲げる交通渋滞の解消や円滑な交通ネットワークの形成、まちの防災性などを高善
めるため、鉄道連続立体交差事業や都市計画道路など都市の骨格を形成する都市基盤の整備を推進す・
る必要があります。一方で、区民の身近な生活で利用される生活道路や私道の整備についても、計画見
的に修繕工事を行いつつ、年間の整備面積を増やしていくことにより、区道・私道問わず、より利用直
者の安全な通行に向けた取組を進めていきます。し
　このほか、これら道路を含む公共物の適正な管理や災害時における迅速な復旧・復興を図るため、の 地籍調査を含む道路台帳の整備を推進することとしますが、整備にあたっては木造住宅密集地域等を今後の進め方方 優先的に進めるなど、より効果的な方法を模索しながら進めます。向 　これらの事業を進めるにあたっては、引き続き都や関係区市との連携を強化すると共に、「杉並区
まちづくり基本方針」で掲げる、区民主体のまちづくりを念頭に、適宜、地域住民等の意見聴取や情中
報提供を行いながら、個別具体の取組を推進することにより、住宅都市としての価値を高めていきま長
す。期
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令和 5年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0004005】【施策名称 人々の暮らしを支える都市基盤の整備【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 4年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

27,623現状維持まちづくり施策の総合的な推進 ○ 4,231 23,3921348

18,006現状維持都市計画道路公園緑地の案内調整 39 17,9672350

○ 157,219推進（拡充）鉄道連続立体交差化の推進 ○ 117,00340,2163353

253,135推進（拡充）道路台帳の整備 ○ 192,33060,8054392

177,091現状維持私道整備助成 ○ 168,773 8,3185393

666,260推進（拡充）道路の路面改良 ○ 617,75748,5036396

○ 101,040現状維持魅力ある歩行者優先の道づくり ○ 56,705 44,3357397

○ 192,259推進（拡充）都市計画道路の整備 ○ 118,39573,8648398
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1,275,233317,4001,592,633合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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令和 5年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00041

施策 06 誰にとっても移動しやすい地域交通環境の整備

目標 02 多様な魅力と交流が生まれ、にぎわいのある快適なまち

施策担当課 都市整備部管理課 関係課 土木管理課　杉並土木事務所

施策目標 ○AI・IoTなどの技術を取り入れたMaaS等の新しい移動サービスの活用により、多様なライフスタイルに対応し
た利便性の高い交通体系の構築が進んでいます。
○自転車を利用する際のルールやマナーが守られることなどにより、区内における交通事故件数は更に減少し、
自転車が関与する事故の割合も下降しています。
○安全面と環境面に配慮した交通安全施設の整備が進み、誰もが安全に安心して移動できる環境が整備されてい
ます。

活動指標 成果指標

杉並区地域公共交通活性化協議会の開催数 交通の便が良いと思う区民の割合指標名（１） 指標名（１）

区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

自転車安全利用講習会参加者数 できるだけ徒歩・自転車・公共交通機関を使指標名（２）指標名（２） って移動している区民の割合
小学校の自転車安全利用講習会参加者数に、区主催の一 区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明 般向け自転車講習会参加者数を加えた合計数

区内における交通事故件数指標名（３）指標名（３）
「道路交通法」に規定する道路における車両等による人算式・指標説明算式・指標説明 身事故件数　※1月～12月【社会】
区内における自転車関与事故件数指標名（４）指標名（４）

区市町村別各種交通事故発生状況（警視庁）【社会】算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 3年度 令和 4年度令和 2年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 0 0 1 3 3
活

人活動指標（２） 2 3,143 3,300 3,587 3,300 3,622動
指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 93.5 0.0 93.8 95.2 93.5 96.8％ 令和12年度

％6成果指標（２） 93.9％91.5 0.0 91.7 92.3 93.1 令和12年度
成

件7 678件838 950 887 804 893成果指標（３） 令和12年度果
指 件8 367 0 402 351 419 297件成果指標（４） 令和12年度
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 2,064,7562,166,1631,984,4522,242,1232,123,283

施 人件費 12 千円 233,679 233,909 250,821 247,215 247,631

策 総事業費 13 千円 2,298,4352,400,0722,235,2732,489,3382,370,914
(11+12)

コ
国・都からの補助金等 14 千円 37,045 4,365 12,129 0 3,899

ス
総事業費伸び率 15 ％ △2.7 3.7 6.1ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 10.2 9.7 11.2 9.9 10.4
（12÷13）
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　都心にほど近く交通の便の良い当区において、一層の区民満足度を上げるには、利便性の向上と安
全性の確保を両輪で進めて行く必要があります。
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、区民のライフスタイルが変容し、また交通業界にお
いては100年に一度と言われる技術革新期にあることを好機と捉え、多様な区民の移動ニーズに対応
していかなければなりません。

課題・分析 　一方で、この間外出抑制が解除されたこと等を受け、交通事故件数、とりわけ自転車関与事故が増
加傾向にあることから、今まで以上にＥＢＰＭの考え方を踏まえた効果的な交通安全対策が求められ
ています。

　自転車の安全利用の促進については、講習会等へ一層の区民参画が図られました。
また、新たなモビリティサービスの導入の一環として、グリーンスローモビリティの実証運行をする
とともに、デジタルスタンプラリーなどの移動需要を創出するＭａａＳの実証実験を実施し、様々な
移動データを基にした交通分野におけるＥＢＰＭ推進の可能性を確認しました。
　交通安全対策については課題が残るものの、公共交通等の利用促進とあわせて、利便性が高く、誰
もが安全に安心して移動できる環境の整備が進んでいます。

施策の成果

今後の施策の方向性 拡充
改

　利便性の高い交通体系の構築に向け、MaaSを基軸に取組を推進します。推進にあたっては、既存の善
交通事業者等のMaaSプラットフォームの活用検討を進めます。・
　また、MaaSを活用することで、公共交通や徒歩・自転車による移動のつながりを高め、更なる自転見
車活用を推進し、過度な自動車依存から、公共交通や徒歩などを含めた多様な交通手段を適度にかし直
こく選択するよう行動変容を促します。さらに、MaaSにより得られた移動データを基にした交通分野し
におけるEBPMを推進するとともに、そこから派生して都市OS（データ連携基盤）やスマートシティにの 関する調査・研究を進めます。今後の進め方方 　コロナ禍を経て、区民の移動実態の変化により事故件数は増加傾向にありますが、交通安全の啓発向 活動を着実に推進するとともに、自転車関与事故等のデータを分析することによる、効果的かつ安全
面・環境面に配慮した交通安全対策の実施を検討します。中

長
期
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令和 5年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0004106】【施策名称 誰にとっても移動しやすい地域交通環境の整備【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 4年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

○ 25,262推進（拡充）新たな地域交通の整備 ○ 11,528 13,7341351

868,608推進（拡充）有料制自転車駐車場の運営 ○ 828,07340,5352382

261,698現状維持放置自転車対策の推進 ○ 202,75058,9483383

3,830推進（拡充）自転車等駐車対策協議会の運営 5 3,8254384

61,985推進（拡充）自転車駐車場等整備 ○ 56,330 5,6555385

167,756現状維持街路灯の維持補修 153,77713,9796408

203,907現状維持街路灯の新設・改修 ○ 188,44015,4677409

98,238現状維持民有灯の助成（維持補修） 90,576 7,6628410

84,592現状維持民有灯の助成（建設補助） ○ 79,019 5,5739411

55,864推進（拡充）交通安全運動の推進 ○ 43,036 12,82810412

75,983現状維持交通安全施設の維持補修 61,833 14,15011413

197,212現状維持交通安全施設の整備 ○ 157,78539,42712414

89,035推進（拡充）南北バスの運行 76,965 12,07013415

176,944現状維持通学路の設置管理 ○ 173,166 3,77814464

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

2,123,283247,6312,370,914合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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令和 5年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00042

施策 07 暮らしやすい住環境の形成

目標 02 多様な魅力と交流が生まれ、にぎわいのある快適なまち

施策担当課 都市整備部管理課 関係課 住宅課　みどり公園課

施策目標 ○居心地が良く魅力的なまちなみが形成されることによって、住宅都市としての価値が更に高まっています。
○ユニバーサルデザインのまちづくりや、区立施設・駅施設のバリアフリー化が更に進み、誰もが暮らしやすく
、快適で魅力あるまちとなっています。
○バリアフリー化された住宅と良好な住環境の中で、誰もが暮らしやすく住み続けられるまちになっています。

活動指標 成果指標

杉並区バリアフリー推進連絡会の開催回数 杉並区を住みよいまちと思う区民の割合指標名（１） 指標名（１）

区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

景観新聞（景観録）の発行部数 まちなみに美しさや落ち着きがあると思う区指標名（２）指標名（２） 民の割合
景観施策の普及啓発事業 区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

マンション管理状況届出書届出件数 指標名（３）指標名（３）
区内マンション管理者からの管理状況の届出を提出いた 算式・指標説明算式・指標説明 だいた件数
老朽危険空家の除却工費費助成件数 指標名（４）指標名（４）

特定空家、老朽危険空家を自主的に除却することを促し 算式・指標説明算式・指標説明 、その工事費用を助成している件数

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 3年度 令和 4年度令和 2年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 2 2 2 3 3
活

部活動指標（２） 2 17,500 17,300 17,300 17,000 17,000動
指 件活動指標（３） 3 407 528 484 528 495
標

件4活動指標（４） 2 10 1 5 4

％5成果指標（１） 96.3 0.0 96.2 97.0 95.9 98.0％ 令和12年度

％6成果指標（２） 90.0％80.5 0.0 79.6 82.0 80.0 令和12年度
成

7成果指標（３）果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 1,143,7561,117,0541,011,3751,230,9631,146,360

施 人件費 12 千円 193,760 178,749 184,808 177,806 181,085

策 総事業費 13 千円 1,337,5161,295,8031,196,1831,408,7691,327,445
(11+12)

コ
国・都からの補助金等 14 千円 131,282 116,973 115,124 136,591 131,571

ス
総事業費伸び率 15 ％ △10.6 8.7 11.0ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 14.5 13.8 15.4 12.6 13.6
（12÷13）
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各々の事務事業の実績において、目標に向け着実に取組を進めており、良好な住環境を維持できてい
ると分析します。令和4年度は部の最上位計画である「杉並区まちづくり基本方針（都市計画マスタ
ープラン）」が改定され、これに伴いバリアフリー基本構想や住宅マスタープラン、空家対策計画が
改定されました。今後は、景観計画やみどりの基本計画の改定も予定されています。これら計画の課
題を着実に進めるとともに、新たな検討課題にも取り組むことで、更なる「暮らしやすい住環境の形

課題・分析 成」を図る必要があります。

　国の法改正などを踏まえバリアフリー基本構想の改定を行い、ユニバーサルデザインのまちづくり
を進める計画を策定したほか、マンションの適正管理事業や区営住宅の長寿命化修繕などを実施し、
安全で快適に暮らせるまちづくり施策を進めました。
　また、景観計画に基づく景観誘導や、景観事業の普及啓発を行うとともに、空家等対策として除却
助成や専門家による相談窓口を毎月開催するなど、美しく落ち着きのあるまちなみの形成を進めてき
ました。
　今後もこうした取組により、暮らしやすい住環境の整備や魅力的なまちの形成を図ります。

施策の成果

今後の施策の方向性 拡充
改

区は、令和４年度に「杉並区まちづくり基本方針（都市計画マスタープラン）」を改定しました。こ善
の改定に即し「杉並区バリアフリー基本構想」「杉並区住宅マスタープラン」「杉並区空家対策計画・
」を改定しており、令和５年度から運用を開始しています。今後はこれらの計画に基づく事業を着実見
に進めるとともに、各事業における新たな事業展開よる事業拡充、個々の事業の必要性の検討などを直
行い、住環境施策に関連するすべての事業において、目標の達成に向けた必要な取組を実施していきし
ます。の

今後の進め方方
向

中
長
期
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令和 5年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0004207】【施策名称 暮らしやすい住環境の形成【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 4年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

○ 23,060推進（拡充）ユニバーサルデザインのまちづくり推進 ○ 11,165 11,8951352

○ 23,200現状維持景観まちづくり ○ 7,812 15,3882356

143,494推進（拡充）区営住宅の住環境整備 ○ 139,493 4,0013362

252,230推進（拡充）区営住宅の提供 ○ 218,52133,7094363

574,201現状維持高齢者住宅の提供 ○ 543,28730,9145364

33,907現状維持都営シルバーピアの運営 32,243 1,6646365

26,490縮小（廃止）高齢者等アパートの提供 21,980 4,5107366

18,714現状維持マンションの適正な管理 1,080 17,6348367

2,402縮小（廃止）住宅修築資金の融資あっせん 76 2,3269368

149,984現状維持区営住宅整備基金の積立金 147,822 2,16210369

43,710推進（拡充）住宅施策の推進 ○ 12,115 31,59511370

36,053推進（拡充）空家等対策の推進 ○ 10,766 25,28712379

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

1,146,360181,0851,327,445合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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令和 5年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00043

施策 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興

目標 02 多様な魅力と交流が生まれ、にぎわいのある快適なまち

施策担当課 産業振興センター 関係課

施策目標 ○社会情勢の変化に応じた中小企業・創業支援や商店街支援等の取組により、地域経済が活性化されています。
○一人ひとりの状況に即した就労支援が行われ、誰もが多様な働き方を実現することができています。
○「杉並」の魅力や価値が更に高まり、その魅力や価値が区内外に発信され、にぎわいの創出につながっていま
す。
○農業者への支援のほか、区民の農業への理解促進や地産地消の推進、農福連携事業などの取組により、都市農
地が持つ多面的な機能が発揮され、農地が保全されています。

活動指標 成果指標

融資あっせん件数 創業支援による創業者数指標名（１） 指標名（１）

区が実施する特定創業支援等事業を利用し、区内で創業算式・指標説明算式・指標説明 した事業者数【行政】
就労準備相談・心としごとの相談件数 就労支援センターの利用により、就職が決定指標名（２）指標名（２） した人数

就労準備相談及びハローワークコーナーを利用し、就職算式・指標説明算式・指標説明 が決定した人数【行政】
商店街チャレンジ戦略支援事業費補助（イベ 商店街のイベントに参加したことのある区民指標名（３）指標名（３） ント事業）件数 の割合

区民意向調査による【区民①】算式・指標説明算式・指標説明

農家戸数 アニメーションミュージアム来館者数指標名（４）指標名（４）

農地台帳上の区内農家戸数 【行政】算式・指標説明算式・指標説明

区内農業産出額指標名（５）
東京都農作物生産状況調査による（目標及び実績は、当算式・指標説明 該年度において直近で把握できる数値）【社会】

指標名（６）

算式・指標説明

令和 3年度 令和 4年度令和 2年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

件活動指標（１） 1 1,054 1,000 894 1,000 852
活

件活動指標（２） 2 1,821 2,150 1,588 2,150 1,294動
指 件活動指標（３） 3 32 96 42 110 56
標

戸4活動指標（４） 127 127 125 125 121

件5成果指標（１） 111 80 102 130 162 130件 令和12年度

人6成果指標（２） 850人465 850 530 850 495 令和12年度
以上 以上以上成

％7 51.0％42.1 43.0 40.4 43.0 33.7成果指標（３） 令和12年度果
指 人8 20,354 24,500 35,731 28,000 39,124 80,000人成果指標（４） 令和12年度
標

百万円成果指標（５） 9 315 370 306 320 301 320百万円 令和12年度

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 1,240,5561,266,1331,015,5541,223,897982,675
　主に原油価格・物価
高騰等特例資金の申請施 人件費 12 千円 274,169 243,462 244,887 228,001 249,092
件数が想定より少なか
ったことによる、同資策 総事業費 13 千円 1,514,7251,509,5951,260,4411,451,8981,231,767金融資に伴う信用保証(11+12)

コ 料補助の予算執行残と
国・都からの補助金等 14 千円 532,988 118,129 233,255 159,370 238,960なっています。また、ス 農業体験農園の新規開総事業費伸び率 15 ％ △16.8 △3.8 △2.3園の実績がなかったたト （計画、実績の対前年度比）

め、事業費実績が対計
人件費比率 画比で80.3％となりま16 ％ 18.1 16.1 19.4 15.7 20.2
（12÷13） した。
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　中小企業支援においては、区内事業者に対する社会情勢に応じた融資や助成などの経営支援を続け
ていく必要があります。就労支援においては、コロナ禍以降相談件数が減少した状態のため、より多
くの区民への周知、認知度を向上させ、利用促進に取り組む必要があります。
　商店街のイベントに参加したことのある区民の割合は、令和2年度実施調査に比べ大きく下回った
ことから時代に即した適切な商店街支援を通してまちのにぎわいを取り戻し、地域の活性化を図る必

課題・分析 要があります。また、インバウンドを含めた観光客の動向は、徐々に回復傾向にあるため、「杉並な
らでは」の魅力ある観光情報を発信することで、観光客の誘致を積極的に図ります。
　農家戸数や区内農業算出額は農業者の高齢化や後継者不足などの課題により年々減少を続けている
ため、農業ボランティア制度による人的サポートのほか、農業体験・即売会などを通じ、都市農地の
必要性について理解促進に努めるなど、農業者・区民の両面から農地保全を図る必要があります。

　杉並区産業振興計画に基づき、区内産業の振興に取り組みました。
　創業支援による創業者数は、従来の創業支援策のほか、令和4年度に創設した創業スタートアップ
助成(59事業者)などが活用されたことにより、計画値を上回る162事業者となりました。
　就労支援においては、コロナ禍により、就労支援センターを利用し、相談やトレーニングを通じて
就職が決定した人数は計画値に届きませんでしたが、495人の就職に結びつきました。
　商店街チャレンジ戦略支援事業費補助（イベント事業）件数は、56件と計画件数の約半数にとどま
りましたが、令和3年度実績件数と比べると33.3％増となり、徐々にコロナ禍以前の件数に戻りつつ
あります。杉並アニメーションミュージアムの来館者数は、5か月間の休館がありましたが、企画展施策の成果
での人気アニメコンテンツの活用などにより、令和3年度比3,393人増の39,124人となり、多くの方に
アニメの魅力を発信することができました。引き続き、「杉並ならでは」の魅力を活用したにぎわい
の創出、観光客の誘致を図っていきます。農業においては、農地面積等が減少する中で、営農活動支
援費を27件助成して農業者支援を行ったほか、学校給食「地元野菜デー」（1回）や生産者グループ
等による即売会（189回）などの実施により、地産地消を推進しました。また、情報誌の発行（年2回
）により多面的な機能を持つ都市農地の魅力を広く発信しました。

今後の施策の方向性 拡充
改

　中小企業支援においては、社会経済状況を踏まえた、区内事業者への融資あっせんや信用保証料補善
助等の実施による経営支援に加え、令和4年度に開始した創業スタートアップ助成を引き続き実施し・
、区内の創業促進を図ります。就労分野では、就労支援センターでの就職準備相談や個別就職面接会見
、区内各所での就職面接会の実施に加え、利用者へのアンケート調査により、利用に至ったきっかけ直
などを把握し、アプローチ方法の検討に役立てるなど、更なる支援につなげていきます。し
　商店街のイベント事業等支援では、商店街の魅力づくりや商店街のＰＲ方法等の課題を解決するたの め、アドバイザー派遣事業を拡充し、アドバイザーを活用した商店街イベント創設等に取り組んでい今後の進め方方 きます。「杉並」の魅力を高めるために、日本一アニメ制作会社が集積する地域特性を生かした「杉向 並アニメーションミュージアム」を通して、引き続き、人気アニメコンテンツを活用し、広く情報発
信する等、区内全域のにぎわいの創出、観光客の誘致を図っていきます。中
　農業分野においては、農業の担い手の確保が喫緊の課題であることから、ボランティアバンクの登長
録者を拡充し、農業者と農業ボランティアのマッチングを進めるとともに、関係課や関係団体などと期 連携し、学校給食の「地元野菜デー」の全校実施など、更なる地産地消を推進します。
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令和 5年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0004308】【施策名称 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 4年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

○ 374,607現状維持中小企業支援 ○ 326,46648,1411095

○ 317,733推進（拡充）商店街支援 ○ 261,27056,4632096

○ 111,431現状維持アニメの振興と活用 ○ 84,047 27,3843097

○ 108,387現状維持観光促進 ○ 58,877 49,5104098

54,086推進（拡充）産業商工会館維持管理 49,274 4,8125100

○ 36,306推進（拡充）農業の支援・育成 ○ 15,151 21,1556103

○ 61,128推進（拡充）都市農地確保 ○ 39,973 21,1557104

61,418現状維持勤労福祉会館維持管理 57,342 4,0768105

106,671現状維持就労支援 ○ 90,275 16,3969106
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35

982,675249,0921,231,767合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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